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վగ৽൛΁のং

　本書が産੠をあげたのは，2003 年 3 ݄ 14 日であった。2023 年には 20
歳の節目をܴえることになる。本書の初൛がץ行された年に生まれた子ど
もは，すでに大学生にまでなっていると想うと長い期間，ຖ年多くの英語
学習者が本書をܞえ，学習に取り組んできてくれていたことに感֒無ྔの
思いがする。
　長きにわたり多くの人々に受け入れられてきた本書ではあるが，ஶ者自
਎，40 年にわたって英語教師をしながら，〈不定詞 ïinfinitiveð〉に関する
内外の英語文法書のその説明には，࠙੾ஸೡであっても，その本質とされ
ることにどこか不明ྎさが残るものとなっていた。ਿࢁ஧一౦ژ大学名༪
教授の「英文法ৄ解」の説明の中にその解決にࢸるヒントが示されている
感触を得てはいたのであるが，0ED で何の気なしに “infinitive” の項目を
引いたところ，まさにζバリ，その本質が定ٛされており，ੵ年の҉Ӣが
一気に取り払われたのである。そこで英語を学んでいる人たちにも〈不定
詞〉の本質をૣく理解してもらいたい一心から，出൛ࣾの方にվగ൛のץ
行をଧ਍したところ，幸いにも快୚をいただき，このվగ新൛の発ץにࢸ
った次第である。
　人には，それぞれその人の人生があるように，書੶にもその本生がある
ように思う。どうか本書の長所を見つけていただき，͝自਎の学生時代だ
けではなく，そのお子さんや，おଙさんにまで代々愛されるようになって
もらえれば，ஶ者としてこんなにもخしいことはない。

˞ 0ED 0xford English Dictionary
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は　じ　め　に

筆者が英語を職業として教えるようになってから40年以上がすぎた。大

阪府立東住吉高等学校教諭を振出しに，専任校であった関西大学の学生は

もちろんのこと，今日まで高津高校［定時制］，ＮＨＫ学園，龍谷大学，

大阪経済大学，大阪市立大学，大阪大学，近畿大学，奈良教育大学，同志

社大学，成蹊女子短期大学，帝塚山学院大学で教えた学生の総数は何万と

いう数になる。その間私の頭をずっと占めていたことは，どう教えれば早

く英語がマスターできるかということであった。いわゆる英語ができない

とか，英語が嫌いという学生達は，当然のことだが基本文法を知らない。

つまり英語のルールを知らないのである。これはルールを知らないで野球

を見たり，将棋を指そうとするようなもので，分かるはずもなければ面白

いはずもない。まず，野球や将棋を自分でしたり，見て楽しむためにはそ

のルールを知らなければならない。そして基本ルールだけでなく，どのピ

ッチャーの得意球は何だとか，どのバッターはどの球に弱いとか，どのチ

ームの監督はどういう性格でどんな手を打つとかいったように，野球につ

いての知識が深くなればなるほど面白味がふえてくる。英語もまったく同

じことである。

それでは，英語の最も基本となるルールとは何か。それは８品詞（Eight

Parts of Speech）である。英語の語句は，それぞれ文中では８種類の働

きをする。たったの８種類である。中学・高校で６年間，日数にして延べ

2190日をかけてもなお，この８種類の働きをキチンと頭に入れないで英語

をやっている人の方がずっと多いのである。何と驚くべきことではないか。

それで英語が分かるはずがないではないか。近頃の実用英語重視の流れに

乗って，文法を軽視し生徒に出発点となる８品詞の定義を徹底的にたたき

込まないで，つまり基本ルールを教え込まないでどうして生徒に英語を理

解させることができるだろうか。８種類の働きというのは偶然，将棋の駒

の種類と同数なのである。つまり，王将・金将・銀将・桂馬・香車・飛

車・角・歩である。これらの各駒の働きを知らないでは将棋を指せないの
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は当然のことである。したがって英語をマスターしようとする者は，まず

出発点となるこの８品詞の定義をしっかり頭にたたき込むことである。

先にも述べたように，本書はいかに早く，しかも分かりやすく英語のル

ールをマスターするかという観点から書いている。それでルールもできる

だけ覚えやすくするために，駄じゃれや語呂合わせを活用したり，色々表

現を工夫している。しかし，そういうものは単なる便法であるから，自分

にもっと記憶しやすい方法があれば，自分流の覚え方でやってもらえばよ

い。また，文法事項の配列も筆者の経験に基づいて最善と思われるように

してある。そのために学校で使う教科書とは順序が違うかも知れないが，

まず第１章と第２章をキチンと修得すれば，後は教科書で習う順番にした

がって各項目をやってもらって結構である。
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本 書 の 特 色 と 使 い 方

a 文法用語の説明：‘品詞’，‘分詞’，‘直説法’，‘副詞的目的格’など，日本語で
ありながらその意味がよくわからない文法用語についての説明を加えた。「名

は体を表す」という諺があるように，名称の意味を知ることがその文法事項の

本質を知る上で極めて重要だと考えるからである。

s 記憶法：「はじめに」のところでも述べたように，是非記憶をしておいた方
がよい事柄は，記憶法として筆者自身が若い頃に工夫した方法を参考として示

してある。歴史の年号や電話番号などと同じで何の工夫もせずに記憶すること

は労多くして功少なしである。何か覚え易い形にして記憶すると忘れにくい。

しかし，人間はそれぞれ経験や趣味が違うからＡにとっては覚え易くてもＢに

とってはそうでない場合もあると思われる。そういうときは自分で工夫して自

分にとって一番よい方法を考えればよい。

d 口語体と文章体：日常の会話などでよく用いられる平易な表現は＜口語
体＞として，また形式ばった，堅苦しい表現で，普通書き言葉にしか用いられ

ないような表現は＜文章体＞として示してある。特にどちらの表示もしていな

い表現は，口語でも文語でも用いるということである。

f ＜英＞と＜米＞：イギリスに特有の語や表現とされているものは＜英＞で，
アメリカに特有の表現は＜米＞で示した。しかし，‘特有’といっても他方の

国では‘絶対’に使わないということではない。

g 勉強法：ある科目をマスターしようとするとき，書かれてあることをやみく
もに暗記しようとする人がいる。これは一番まずいやり方で，面白くもなけれ

ば理解も進まない。まず書かれてあることがはたして本当だろうかと疑ってか
かることが大事なのだ。例えば，英語の＜文＞の定義として「２つ以上の語
が集まって一つのまとまった思想（考え）を表すもの」と書かれているとする。

そうするとそれをお経のように丸暗記しようとすると，退屈だし何も根本的な

ことが理解されない。そうではなく，「なぜ２つ以上なければいけないのか，

Yes．（はい），No．（いいえ），Go（行け）というような１語だけでは＜文＞でな
いのかというふうに疑問をもって考えていく。そうすると，その考えている過

程で＜文＞が２つ以上の語が必要だということは，理解はともかくとして自然

に記憶されることになる。そう考えながら次に進むと，＜文＞は主題になる部

分と，それについて述べる部分からなると書いてある。そうすると主部に最低

１語，述部に最低１語が必要だから，なるほど２つ以上の語がなければいけな

いのだということが理解される。後段の「まとまった思想（考え）を表すもの」

は，これは疑問の持ちようがないほど当然のことであるが，一応「まとまって

いなかったらどうなる」と疑っても決して悪いことではない。「は太郎を犬せ
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た走ら」ではまったく意味をなさないから，こんなものが＜文＞とは言えない

ことは明らかである。そこまでは比較的簡単に理解できても，Yes．，No．，Go．，
の１語が＜文＞の定義に照らして＜文＞と言えるのかどうかわからないかも知

れない。わからなくても常にその疑問を持ち続けて学習していくと，主部の中

心は名詞であり，述部の中心が動詞であること，そして辞書を引けば「はい」

「いいえ」というときのYes．，No．は副詞であることがわかると，ああこれは
主語と動詞が省かれてYes,（it is）.，No,（he did not）.のような括弧の部分が省
略されているということが理解できる。最後にGoであるがこれも命令文であ
ること，命令は普通話し相手にするものだから主語の（You）が省かれている
ことがわかれば，腹の底から＜文＞の定義を理解したことになり，そのときは

本当に嬉しくなる。下らぬテレビ番組などでは得られない知的な喜びとなる。

また，各文法事項には例文が必ず挙げられているから，比較的覚え易い短い

例文を最低一つは覚えること。そうすると実際の英文を読んでいるときにすぐ

その応用がきくからである。

最後に，各品詞ごとに正確な意味を覚えること。英語ができないという人は

いい加減な意味で覚えている。beautyもbeautifulも beautifullyも全部‘美し
い’と思っている。beautyは名詞で「美」「美人」という意味であり，beauti-
fulは形容詞で「美しい」という意味であり，beautifullyは副詞で「美しく」
「見事に」という意味である。いくら文法事項を学んでも各単語の品詞とそれ

に対応する意味を正確に知らなければ本当の役には立たないのである。

h 注意事項
◎本書の対象：本書は英文法の知識が十分でない人を念頭において作成した。
英文法の基本となる部分を扱っている。すべての学問は基礎が最も重要であり，

基礎がしっかりしていないとその上に大建造物を構築することはできない。仮

に毎日３ページずつ読むとして，単純計算で半年で読み終えることができる。

しかし，１回読むだけでは不十分であって，すべての基本図書は真剣に最低３

回は徹底的に読む必要がある。

２回目・３回目は１回目ほど時間がかからないから大体１年見ておけばほぼ

完全にマスターできる。

◎例　文：本書の例文は筆者が集めたものの他に，どの参考書にも見られるよう
な代表的な例文を国内・国外の参考書からも引用している。本書は研究書では

なく参考書であるから，ごく一部を除いて一々引用箇書を示していないが，こ

の場を借りてお礼を申し上げておきたい。
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8
品
詞

1. 名詞
（Noun）

2. 代名詞
（Pronoun）

3. 形容詞
（Adjective）

4. 副詞
（Adverb）

5. 動詞
（Verb）

6. 前置詞
（Preposition）

人または事物の名称を表す語。文中で主語・目的語・
補語になる。

John made his son a pilot.（ジョンは息子を操縦士にした）
名詞の代わりをする語（したがって名詞と同じく文中
で，主語・目的語・補語となる）。

He made her happy.（彼は彼女を幸せにした）
名詞・代名詞を限定・修飾する語。

This is a good watch.（これはいい時計だ）
He is honest.（彼は正直だ）

動詞・形容詞・他の副詞を限定・修飾する語。
The student works hard.（あの学生はよく勉強する）
He speaks English very well.（彼はとても上手に英語を話す）
The girl is very pretty. （あの娘はとても綺麗だ）

動作・状態を表す語。
They learn English.（彼等は英語を学ぶ）
He is honest. （彼は正直だ）

名詞・代名詞の前に置いて，それらと共に全体として
１つの品詞の働きをする語。

【形容詞相当】
The book on the desk is mine.（机の上の本は僕のだ）

【副詞相当】
He spoke about it.（彼はそのことについて話した）

1 8品詞（Eight Parts of Speech）
＜品詞＞の ‘ 品 ’ とは昔の日本語で「種類・たぐい」という意味を持っていた。
‘ 詞 ’ は「ことば・語」という意味であるから，８品詞とは「８種類の語」という意
味になる。

品詞
語（word）は文中における役割によって次の８品詞に分類される。
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7. 接続詞
（Conjunction）

8. 間投詞
（Interjection）

語と語・句と句・節と節を接続する。
Jane and Mary are sisters.（ジェーンとメアリーは姉妹だ）　　
Which do you like better, tea or coffee? 

（お茶とコーヒーのどちらが好きですか）
To be or not to be, that is the question.（Shakespeare）
（あるべきか，あらざるべきか，それが問題だ）
I know that he is honest. 

（彼が正直だということを知っています）
文中の他の語句から独立して，さまざまな感情を表し
たり，呼びかけたりする語句。

Oh, I am so sorry.（まあ，とても残念だわ）
Hello, how are you?（やあ，お元気？）
Do you want to go, John?（ジョン，行きたいかい）

〔注意〕英文法で目的語という場合，他動詞の目的語と前置詞の目的語との両方が含ま
れることに注意。前置詞の後にくる名詞，代名詞をその前置詞の目的語という。 
例文の the desk や it がそれぞれ on，about の目的語である。

品詞というものは初めから決まっているものではなく，語が発話（speech）
の中で，どういう役割（part）をするかによって決まる。したがって，１つ
の語が用いられる役割によっていろいろな品詞になる。
　　They all went but I didn’t. （接続詞）
　　 （彼等は皆行ったが私は行かなかった）
　　They are all gone but me. （前置詞）
　　 （私のほかは，皆行ってしまった）
　　She spoke but in jest. （副詞）
　　 （彼女はほんの冗談で言っただけだった）    
　　But me no buts.　 （1）動詞　 （2）名詞
　　  （1）             （2） 
　　（「しかし」「しかし」の連発をするのはよしてくれ）
　　　　　　　（2）     　 　　　　（1） 

【注】８品詞に分類する場合，助動詞は動詞に，冠詞は形容詞に含まれる。これらを独
立させて 10 品詞に分類する学者もいるが，本書では全般的な傾向にしたがって８
品詞とする。



1
◆相当語句（Equivalents）

文中で名詞・形容詞・副詞と同じ働きをする語や語群のことを相当語句と
いう。

（a）名詞相当語句（Noun-Equivalents）
　名詞と同じように文中で主語・目的語・補語の働きをする。

1. 代名詞 He is an excellent team leader.

（彼は優秀なチームリーダーです）
2. 動名詞 Laughing is a key to good health.

（笑いは健康の秘
ひ

訣
けつ

です）
3. 不定詞 To read is to cultivate the mind.

（読書をすることは知を練
ね

ることです）
4. the+ 形容詞 We should not despise the weak.

（私たちは弱者を軽蔑してはいけない）
5. 名詞節 I know that he is a double-dealer.

（私は彼が裏表のある人間だということを知っています）
6. 引用語句 ‘Chou’ is a favorite word of young Japanese.

（‘ 超
ちょう

’ というのは日本の若者のお気に入りの言葉だ）

（b）形容詞相当語句（Adjective-Equivalents）
　　p.254 参照。

（c）副詞相当語句（Adverb-Equivalents）
　副詞と同じように動詞・形容詞・他の副詞を修飾・限定する。

01

02

1

12

8
品
詞

８品詞は気を入れてやればすぐに頭に入ると思われるが，記憶を助ける手段
として「名刺（名詞）代わり（代名詞）に敬服（形容詞・副詞）なんて，どう

（動詞）やらお前（前置詞）は折檻（接続詞・間投詞）だ」と覚える。ʻ名刺代
わりʼ とは，初めて会う人に挨拶の印として手渡すちょっとしたみやげ物の
ことをいう。全体の意味は，「わずかばかりの手土産をもらってその人物に
感心して服従するようではお前をこらしめないといけないな」という意味。
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1. 名　詞 She will come home tomorrow.

（副詞的目的格） （彼女は明日帰宅するでしょう）
2. 名　詞 He sometimes goes to the seaside to refresh himself.

（属格副詞） （彼は時々気晴らしに海岸へ出かけます）

　 【注】属格とは今日の所有格に相当する。sometimes，always

などの -s は複数の -s ではなく，今日の ’s に相当する。

3. 前置詞の導く句 My villa faces on the sea.

（私の別荘は海に面している）
4. 不定詞 She went to the beautyshop to have her hair cut.

（副詞的用法） （彼女は髪をカットしに美容院へ行った）
5. 分　詞 Not knowing what to do, Mary asked her mother’s 

（分詞構文） advice.

（どうしてよいか分からなかったので，メアリーは母の助言を求めた）
6. 副詞節 When she was young, she was called ‘Marilyn Monroe 

of Japan’.

（彼女は若い頃 ʻ日本のマリリン・モンローʼと呼ばれた）

以上は異なる品詞や文法単位が相当語句になる場合を挙げた。次に同じ１
つの語が中心になった相当語句の場合である。
　　 Women  are tender-hearted.（女性は気立てが優しい）
　　（名　　詞）

　　 All the young women in the office  are tender-hearted.
　　　　　　（名　　　　　詞　　　　　句）　　　　

　　（この職場の若い女性は皆気立てが優しい）

　　 All the young women who come to work in the office
　　　　　　　　　　　　（名　　　　　詞　　　　　節）

　　are tender-hearted.

　　（この職場に働きにくる若い女性は皆気立てが優しい）

最初の文は名詞 women １語が主語の働きをしている。第２，第３の文では
women を限定・修飾する語句が次第に多くなっているが，全体では women
が中心となった名詞相当語句で，すべて主部（語）となっている。このよう
な相当語句は中心の品詞の性質を示す。

03

第1章　8品詞
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A 次の文中の下線を引いた語の品詞を言いなさい。

⑴  He did his work    very well.

⑵  John worked hard in digging a well.

⑶  It is five minutes from here to the station.

⑷  No one trusts Tom, because he often tells lies.

⑸  After two weeks, he broke a long fast.

⑹  He caught the fast train at 9:00 p.m. after he ran twenty minutes.

⑺  Bill got up late in the morning, so he ran to school as fast as he 

could.

⑻  When we were taking a walk, we saw a cat sleeping up on a tree.

⑼  I had hardly spoken to her when she ran out of the house.

⑽  Why, of course, they arrived there safely.

B 下線の語に注意しながら日本文に訳しなさい。

⑴  It is nothing but a dream.

⑵  He said so but in jest.

⑶  She didn’t go out because of the snow.

⑷  John found the book easy.

⑸  John found the book easily.

⑹  They went in to dinner.

⑺  The cat was in the basket.

⑻  He sat up late at night.

⑼  She was late for school.

⑽  Mary stayed up till late.

練習問題 1
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C 主語には（は，が），目的語には（を，に），補語には（で，と，に）と，
助詞に注意して次の英文を日本語に直しなさい。

⑴  People elected him Mayor.

⑵  I have never heard her sing.

⑶  She was reading a book when I visited her.

⑷  I will give you one of these two books.

⑸  There is someone at the door.

⑹  Who wanted the key of the room?

⑺  How happy they seemed to me!

⑻  She opened the letter as soon as she received it.

⑼  She was named Catherine after her aunt.

⑽  I asked him what he was doing.

D 次の文中の文法・語法上の誤りを正しなさい。

⑴  I saw him attended at the meeting.

⑵  What a kind instructor is she! 

⑶  I have lost my umbrella;  I think I must buy it.

⑷  I apologize you for forgetting our appointment.

⑸  I am pleasant to hear that he has succeeded the examination.

⑹  Comparing with his brother, he is not so smart.

⑺  You can build as large house as you like.

04
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何故２つ以上の語が必要なのか考えてみよ。Yes，No，Certainly のように１語で
終わる場合は文ではないのか。

文はある人や事物を主題とし，それについて何かを述べるのが普通である。
主題となる部分を主部，それについて述べる部分を述部という。つまり文は
２部分からなる。
　　　　　文  ＝ 主部 ＋ 述部
上の英文を主部と述部に分けると次のようになる。

主部の中心となる語を主語といい，述部の中心となる語を述語動詞という。
01の例文で言うと，Dogs，This，He，John，man が主語であり，bark，

2 文（Sentence）とその構成要素

主部（Subject）と述部（Predicate）01

＜家＞が成り立つためには，玄関（入口）・台所・食堂・居間・寝室・トイレが絶対
に必要である。英語の＜文＞が成り立つためには絶対必要な要素は何だろうか？

bark.
is a lovely view.
made a large box.
gave me a good book.
called me a coward.

Dogs
This
He
John
The man

主　部 述　部

主語（Subject Word）と述語動詞（Predicate Verb）02

文（Sentence）
２つ以上の語が集まって，まとまった１つの思考内容を表すものを
文という。

Dogs bark.（犬は吠える）
This is a lovely view.（これは美しい眺めだ）
He made a large box.（彼は大きな箱を作った）
John gave me a good book.（ジョンは僕にいい本をくれた）
The man called me a coward.（あの男は僕を臆病者呼ばわりした）

2
文
と
そ
の
構
成
要
素



第2章　文とその構成要素

17

①主語を S，動詞を V，目的語を O とすると，世界の言語は英語のように
SVO となるか，日本語のように SOV となるかのどちらかである。英語
と日本語のこの基本的な語順の違いをしっかりと頭にいれておくこと。し
かも英語の文ではこの文型（P.27 01参照）が一番多いから，動詞（be
動詞を除いて）の後に名詞や代名詞その他の名詞相当語句があれば目的語
と見てよい場合がきわめて多いということになる。

② lay（横たえる），set（据える），raise（上げる）という行為は必ず対象を
必要とする他動詞である。例えば，「からだを横たえる」「机を据える」「賃
金を上げる」というようにである。一方，lie（横たわる），sit（座る），rise

（上がる）という動詞は行為の対象が必要でなく，本来自分のみにとどまる。
「私は横たわった（横になった）」，「私は座った」，「物価が上がった」とい
うのはそれだけで意味がわかる。しかし「私は横たえた」，「私は据え
た」，「私は上げた」ではそれらの行為の対象である何をという目的語がな
ければ意味が不十分でまとまった意味にならない。したがって英語を学ぶ

目 的 語（Object）03

is，made，gave，called がそれぞれ述語動詞である。主語には，第１章
品詞のところで述べた名詞と代名詞，その他の名詞相当語句（Noun 
Equivalents）がなり，述語動詞には動詞がなる。主語を日本語に直す時に
は，「〜は」，または「〜が」をつける。

動詞の表す行為の対象（目的）となるものを目的語（object）という。目的語に
なるのも，名詞・代名詞・その他の名詞相当語句である。日本語に直す時に
は「 〜 を」か「 〜 に」をつける。
　　He opened the window.（彼は窓を開けた）
　　We hope world peace.（我々は世界平和を望む）
　　 I met him in the street.（私は通りで彼に出会った）
open（開ける），hope（希望する），meet（出会う）という動詞の行為の対象
となっているのがそれぞれ the window，world peace, him で，これらを目
的語（object）という。対象となるものは具体的なものだけでなく抽象的な
ものも含まれる。このように行為が他のものに及んでいく動詞を他動詞

（transitive verb）といい，sleep（眠る），is（…である）のように行為が他に
及んでいかず，自分だけにとどまって目的語をとらない動詞を自動詞

（intransitive verb）という。
【注】辞書では，他動詞（transitive verb）は vt，自動詞（intransitive verb）は vi と

省略して表される。



2

動詞には，同時に目的語を２つとる授与動詞（dative verb）というのがある。
２つの目的語の１つを直接目的語（direct object），もう１つを間接目的語

（indirect object）という。だいたい日本語に直して「〜を」となるのが直接
目的語，「〜に」となるのが間接目的語である。例えば，I gave him a book.

（僕は彼に本を１冊やった）という場合に，「やる」という行為は先に本を手
に取り，次ぎに彼に手渡すから，彼は２番目―つまり間接的に行為の対
象になる。したがって「物」が直接，「人」が間接になる場合が多い。
　　He lent her his car.（彼は彼女に車を貸した）
　　She paid me ten pounds.（彼女は私に 10 ポンドを支払った）

直接目的語と間接目的語の順序は，間接目的語が先で，直接目的語が後にな
る。つまり，「動詞＋カンセツ＋チョクセツ」になるから，授与動詞の目的
語の語順は “どうし（動詞）てもカチ（勝ち）” と覚えておく（I gave him a 
book.）。ただし，この語順は焦点（下記参照）の置き方によって変わること
がある。間接目的語を直接目的語の後へまわす場合は，間接目的語の前に適
当な前置詞（to, for など）を必要とする。（I gave a book to him.）

：文は何らかの情報を伝えるために用いられるのが普通であり，その場
合一般的に，文は旧情報（話し手と聞き手が既に知っている情報）と新情報（聞き手が
まだ知らない情報）とから成っている。そのうち相手に伝えたい新情報のことを焦点

（focus）という。英語ではこの新情報は文末にくることが多い。この文末に来る焦点の
ことを特に文末焦点と呼ぶ。例えば，

（A）Who（m）did you give the book? （君は誰にその本をあげたの）

2

18

文
と
そ
の
構
成
要
素

時には，常にその動詞が他動詞か自動詞かという区別を強く意識すること
が必要である。英語が分からないという学生にはこの他動詞，自動詞の区
別がつかない人が大変多い。また，学びはじめの者は I lay on the grass.

（芝生に横になった），I sat on the chair.（椅子に座った）という場合に，
「横になった」とか「座った」という行為が芝生や椅子に及んでいるから
他動詞ではないのかというふうに考えがちである。しかし上に述べたよう
にこれらの動詞は，「私は横になった」「私は座った」だけで「芝生に」と
か「椅子に」といった前置詞以下の語句がなくても文型の意味としては完
全であって，必ず必要とするものではない。この点が他動詞の場合と基本
的に違うのである。また形の上では，他動詞の場合と違って動詞と名詞の
間に前置詞が入っていることに留意すること。

直接目的語（Direct Object）と間接目的語（Indirect Object）04



という疑問文では you gave（someone）the book が旧情報で，話し手は ʻ誰にʼ とい
う情報を求めている。そこで聞かれた方は，

（B）I gave it to John.
と答え，焦点である新情報は文末に置かれる。
　もし，旧情報が you gave John（something）であって，話し手が ʻ何をʼ という情
報を求めている場合は，

（A）What did you give John?
と問い，聞き手は

（B）I gave him a book.
と答えて，a book が新情報となり，文末にくる。このように授与動詞は目的語を２つ取
るが，S ＋ V ＋ IO ＋ DO となるか S ＋ V ＋ DO ＋ to（for）＋ IO となるかは焦点が何
かによってその語順が決まるのである。

1．主格補語
  Dogs bark.（犬は吠える）というような文は，それだけで完全なまとま
っ た 意 味 を 表 し て い る。 し か し，I am ...（ 私 は … で す ） と か He 
became...（彼は… になった）というような文は，このままではまとまっ
た意味を表さず，「...」部に適当な語が来て初めて完全な意味になる。

　　　I am a nurse. （私は看護師です）
　　　He became a teacher. （彼は先生になった）

このように，動詞の意味の足らないところを満たして完全な文にするた
めに補う語を補語（Complement）という。補語になる語は，名詞，代名
詞，形容詞，およびそれらに相当する語句である。日本語に直すときは
原則として「 〜 で」「 〜 と」「 〜 に」を付ける。

　　　She is a secretary. （彼女は秘書です）
　　　He is cheerful. （彼は快活です）

これらの補語は，主語の職業，内容，性質など，主語について説明して
いるから主格補語（subjective complement）という。そして，主格補語
を必要とする動詞を不完全自動詞という。不完全自動詞には be（am，
are，is，was，were），appear，become，get，grow，look，seem など
がある。主格補語は主語と広い意味でイコールの関係に立つ。

　　　She = secretary；He = pleasant

　この点で，完全他動詞 P.45,02（1）の場合と区別がつく。
　　　He became a soldier.（彼は軍人になった）
　　　［He ＝ soldier（同一人物）→ 主格補語］

第2章　文とその構成要素
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　　　He met a soldier.（彼は軍人に出会った）
　　　［He ≠ soldier（別人）→ 目的語］

2．目的格補語
  He made his son ....（彼は息子を…にした），We elected him .... （我々
は彼を…に選んだ）。主格補語の場合と同じように，これらの動詞は目的
語について説明する適当な語を補わないと，まとまった意味を成さない。
その働きをする語を目的格補語（objective complement）という。

　　　He made his son a soldier. （彼は息子を軍人にした）
　　　We elected him chairman. （我々は彼を議長に選んだ）
　　　They called him Billy. （彼らは彼をビリーと呼んだ）

そして，目的格補語を必要とする動詞を不完全他動詞といい，appoint，
call，elect，find，get，have，hear，make，name，see などの動詞が
用いられる。

　目的格補語は目的語と広い意味でイコールの関係に立つ。
　　　his son = soldier；him = chairman；him = Billy

　これによって，授与動詞の目的語２つの場合と区別がつく。
　　　She gave me a book.［me ≠ book］

3．準主格補語と準目的格補語
He went an enemy and returned a friend.

　　（彼は敵として去り，味方として帰ってきた）
この文の went ʻ去ったʼ，returned ʻ帰ってきたʼ は完全自動詞であるか
ら本来補語を必要とするものではない。そうすると enemy や friend と
いう名詞は本来は不要であるけれども，やはり ʻ去ったʼ とき，ʻ帰ってき
たʼ ときの主語の状態を説明している。このような働きをする補語を，主
格補語に準ずるものとして，準主格補語という。

　　　You should drink tea hot.

　　　（紅茶は熱くして飲む方がよい）
この文の drink ʻ〜を飲むʼ は完全他動詞であるから本来目的格補語を必
要とするものではない。そうすると hot という形容詞は本来不要である
けれども，やはり飲むときの紅茶の状態を述べている。このような働き
をする補語を準目的格補語という。

2
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以上，主語・目的語・補語について基本的な働きを説明したが，英語を日本
語に直す時，主語には「〜は」または ｢ 〜が ｣，目的語には ｢ 〜を ｣ または「〜
に」，補語には「〜で」，「〜と」，「〜に」の助詞をつけるという原則を厳守し
てもらいたい。英語のできない人はこの基本事項がグラツイテいて，語順や
語の働きに関係なく自分勝手な助詞をつける。例えば，He made his son a 
soldier. を「彼は軍人さんを息子にした」といったふうに間違うのである。し
たがって，英文を読んで日本語に直さなくても分かる，つまり直読直解がで
きるようになるまではこの原則をしっかり守ることである。そのため少し日
本語訳が堅くなる場合があっても基礎を確立するためには止むを得ない。つ
まりまず直訳をして，それから意訳するようにすればよいのである。
　　I like apples very much. 
　　（「私はリンゴを大いに好む」→「私はリンゴが大好きだ」）
　　Rain prevented me from going there. 
　　（「雨が私をそこに行くことから妨げた」→「雨のために（が降ったので）

私はそこへ行けなかった」）
教師の中には，自分の訳に酔って初級段階の生徒の直訳をヘタな訳だと言っ
て退ける人がいるが，これは生徒の学習を混乱させるだけである。基礎学習
の段階では絶対に避けなければいけない。これは体操で基礎の技術を修得し
ていないのに，最初からウルトラＣの技術を要求し，かえって再起不能な怪
我をさせるようなものである。何事も基礎練習を徹底的にやり，それをマス
ターしてから順次高度な段階に進んで行けばよい。

８品詞のところで述べた形容詞・副詞およびそれらの相当語句をまとめて
修飾語（modifier）という。
　　He is an able man.（彼は有能な男だ）
　　This flower is very beautiful.（この花はとても美しい）
　　She learns English hard.（彼女は一生懸命英語を学習する）

修飾という言葉のイメージにとらわれてはいけない。この言葉は何か良いプ
ラスイメージを持って飾り立てるような印象を与え，事実 a beautiful girl

（美しい少女），She speaks French fluently.（彼女はフランス語を滑らかに
話す）というふうな場合ももちろんあるが，a mean fellow（いやらしい奴），
He spoke falteringly.（彼はたどたどしく話した）のように良くない印象の
時にも用いられる。Modifier という英語の訳語は限定語とでも呼んだ方が
より正しい理解につながると思われる。つまり，ただ単に a flower（花）と
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か run（走る）という場合は，例えば tulip, pansy, lily などその他すべての
花，また色も白い花，黄色い花，その他 ʻ花ʼ と呼ばれるものすべてを指す。
同様に，run は ʻ走るʼ という動作に含まれるすべての走る動作を表す語で
ある。

ところが，a red flower とか He runs fast と modifier がつくと，

に限定される。このように名詞（および名詞相当語句）を限定する働きをす
るものを形容詞，動詞・形容詞・他の副詞（おびそれらの相当語句）を限定
する働きをするものを副詞と呼び，そのような形容詞・副詞の働きをするも
のを全部まとめて修飾語（modifiers）というのである。したがって，a book 
on the desk（机の上の本）という場合，on the desk は全体で a book と
いう名詞を限定しているから，a red flower の red と同様に形容詞と同じ修
飾語の働きをしていることになる。

2
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文を構成するのに絶対必要な要素：主語・（述語）動詞・目的語・補語。こ
れは次章で述べる５文型を考えるとすぐに理解できる。
　　（主語を S，（述語）動詞を V，目的語を O，補語を C で表す）
　　　第１文型　　　S  ＋  V
　　　第２文型　　　S  ＋  V  ＋  C
　　　第３文型　　　S  ＋  V  ＋  O
　　　第４文型　　　S  ＋  V  ＋  O  ＋  O
　　　第５文型　　　S  ＋  V  ＋  O  ＋  C
まず，主語（S）と動詞（V）は，すべての文に欠かせないことはすぐわか
る。しかし主語と動詞だけでは第１文型しかできない。第２文型以下の文
を構成するためには目的語（O）と補語（C）も必要である。

絶対に必要な要素ではないが，しばしば２次的に使用される要素（文型の
構成には関係がないが，主要素を修飾・限定する要素）：修飾語（形容詞・副
詞・それらの相当語句），および連結詞
　　Birds sing.（第１文型） →　Birds sing merrily.

　　He is a soldier.（第２文型） →　He is a brave soldier.
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文の要素（Elements of Sentence）
主語・（述語）動詞・目的語・補語・修飾語という語の文中における
主要な文法上の働きの面からではなく，文（sentence）という構造
体の構成要素（elements）を重要さの面から見る時，次の３要素が
ある。
＊ 主 要 素（Principal Elements）
＊ 従 要 素（Subordinate Elements）
＊ 独 立 要 素（Independent Elements）

主 要 素07

従 要 素08



2

第 15 章でも述べるが，形容詞は補語として主要素になる場合と，修飾語と
して従要素になる場合があるので注意が必要である。従要素のときはイタリ
ック体で示してある。
　　　　She is tall.（第２文型）　→　She is a tall girl.（第２文型）
　　　　  S   V   C                                     S   V             C
　　　　（彼女は背が高い）             （彼女は背の高い少女です）
　　　　His parents made their son good.（第５文型）
　　　　         S             V              O     C
　　　　（彼の両親は息子を善良な人にした）
　　　　→ He will make her a good wife.
　　　　     S             V      O                C
　　　　　（彼は彼女を良妻にしたてるだろう）

文中の他の語と関係なく，独立して用いられる語句：間投詞・呼びかけ語。
　　Oh!  What shall I do?（おお，私はどうしたらよいのか？）
　　You had better not do that, John.（ジョン，そんなことはしない方がいいよ）

◆文型の決定
一見長い文章でも，従要素と独立要素を除くと主要素だけが残り，５文
型のどれかが分かる。

　　　The president of the United States, Martin Van Buren, 
　　　　　　   Ｓ　　　 （形　容　詞　句）　　　 Ｓと同格
　　　smiled and waved to the crowd in the small town
　　　　 Ｖ　　　　  Ｖ  （副詞句）　   （形　容　詞　句）
　　　that he was passing through.
　　　　　  （形　容　詞　節）
　　　（合衆国大統領マーチン・バン・ビューレンは彼が通過している小さな町の群衆

に向って，にっこりと笑って手を振った）

この文の従要素は波線を引いた部分であり，and を除いて他は全部修飾
語句である。残る名詞 president が主語であり，Martin Van Buren はそ
の主語を説明する同格の固有名詞である。そして smiled と waved が述
語動詞であるから，結局この文はＳ＋Ｖの第１文型となる。

2

24

文
と
そ
の
構
成
要
素 独 立 要 素09



25

第2章　文とその構成要素

A   次の文の主語・（述語）動詞・目的語・補語を指摘しなさい（ただし，前
置詞の目的語は除く）。

⑴  He suddenly rose from his seat and asked a sharp question.

⑵  I met the great man at the end of his life.

⑶  Her secretary probably writes all her letters.

⑷  The general may become a well-known figure in American history.

⑸  He handed her the mysterious letter.

⑹  They named the ship ‘Queen Mary’.

⑺  They found the place a prosperous village.

⑻  The right kind of food is important for your health.

⑼  He succeeded at last in dyeing the dress in dark blue.

⑽  There was no water in the pond.

⑾  I have never seen such a wonderful sight.

B   次の下線部の句の種類（名詞句，形容詞句，副詞句）と文中での働き（主
語，目的語，補語，修飾語）を言いなさい。修飾語の場合はどの語句を修
飾・限定しているかも言いなさい。

⑴  He has no house to live in.

⑵  We often saw her walk in the park.

⑶  To tell the truth, I have no money with me.

⑷  Reading in the dark room is not good for the eyes.

⑸  To see her is a great pleasure for me.

⑹  Would you mind opening the window?

⑺  They ran all the way, arriving just in time.

⑻  I want you to tell the truth.

⑼  The vase on the table is of Italian make.

⑽  She was laughed at by her classmates.

05
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C 次の下線部の節の種類（名詞節，形容詞節，副詞節）と文中での働き（主
語，目的語，補語，修飾語）を言いなさい。修飾語の場合はどの語句を修
飾しているかも言いなさい。

⑴  I know that she is diligent.

⑵  As it rained, we could not start.

⑶  When the man saw a policeman, he ran away.

⑷  This is the most difficult problem that I have ever had.

⑸  I’ll go and see her whether you object to it or not.

⑹  No one can tell when they will arrive.

⑺  Did you understand what he said?

⑻  Make hay while the sun shines.

⑼  He is the last man that would do such a thing.

⑽  She ran so fast that she soon overtook them.

D 次の文を指示に従って書き換えなさい。（p.471 以下を参照して）

⑴  When I rose the next morning, I found that I was in a spacious 

room. 　　（単文に）

⑵  There is no hope that he will win the race.

（下線部を gerund を用いて）

⑶  She is not ashamed that she was very poor when she was young.

（下線部を gerund を用いて）

⑷  I assisted him, but he has failed. （単文に）

⑸  The beginning of the war made it impossible for her to go abroad. 

（複文に）
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